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「特定保険医療材料の定義について」の一部改正について

標記については 「特定保険医療材料の定義について （平成18年3月6日保医、 」

発第0306008号）により取り扱われてきたところであるが、本日 「特定保険医、

療材料及びその材料価格（材料価格基準）の一部を改正する件 （平成18年厚生」

労働省告示第409号）が公布され、平成18年7月1日から適用されることとされた

ことに伴い、同通知を次のように改正し、平成18年7月1日から適用することと

したので、その取扱いに遺漏のないよう、関係者に対して周知徹底を図られた

い。

記

（別表）のⅡの148の次に次のように加える。

149 両室ペーシング機能付き植込み型除細動器

定義



次のいずれにも該当すること。

薬事法承認上、類別が「機械器具（７）内臓機能代用器」であって、一(1 )

般的名称が「除細動機能付き植込み型両心室ペーシングパルスジェネレー

タ」であること。

心室性頻拍等の治療を目的として、体内に植込み、心室センシング、ペ(2 )

ーシング、抗頻拍ペーシング治療及び除細動を行うものであること。

胸部に植込みが可能なものであること。(3 )

除細動器本体が除細動用電極の機能を有するものであること。(4)
心房及び両心室に電気刺激を与えるペーシング機能を有するものである(5 )

こと。


